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11月12日（日）に、豊橋市牟呂校区自治会、牟呂小学校、牟呂中学校による
合同防災訓練が牟呂小学校を会場として開催されました。

11月5日（日）に、武豊町一帯で「津波防災の日」に関する取り組みとして、
防災訓練が行われ、住民や国・愛知県・武豊町など58機関の約5,000人が参加し
ました。
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岸壁の被災状況点検の様子

緊急物資輸送訓練に参加

当事務所では、自身の防災意識を高めるとともに、地域の皆様の防災意識の向上に資するべく、今後も防災授
業等を積極的に行っていきます。

当事務所では防災意識啓発のため、小学校6年生約120名を対象に、防災授業
を行いました。併せて、一般参加者を対象に、防災ブースを会場に設置し、津波
実験模型の体験などを行いました。

防災授業では、地震・津波への理解促進のため、液状化実験模型と津波実験模
型を使って、説明と体験を行いました。児童が自分たちの手で模型を操作し、液
状化が発生する仕組みや被害、津波の被害を軽減する防波堤の役割について、熱
心に学ぶ姿が見られました。

訓練は、南海トラフを震源域とした大規模な地震が発生し、東海地方から西日
本の広い範囲で非常に激しく揺れ、武豊町では最大震度7を観測、「大津波警報」
が発表されたことを想定し、武豊町内の複数会場で行われました。メイン会場の
衣浦小学校では、地震による揺れや津波による被害発生後の状況を前提に、要救
助者救出訓練や消火訓練、避難所運営訓練等が実施されました。

防災ブースの様子
（津波実験模型の体験）

衣浦港BCP協議会の一員として、当事務所は、耐震強化岸壁である武豊北岸
壁での訓練に参加しました。港湾施設の被災状況点検を当事務所が担当し、陸上
と海上から行いました。また、障害物除去訓練、緊急物資輸送訓練なども行われ
ました。

大規模な災害が発生した場合、被災地へ水や食糧等の物資を大量に輸送する必
要があります。港湾は海上からの緊急物資を輸送する中継拠点としての重要な役
割を担うことから、当事務所では今後も引き続き訓練を行っていきます。
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※一部の地域を除きます。

海とみなとの相談窓口

10月31日（火）・11月1日（水）に、岡崎工業高校の土木科の1年生、２年生を対象に現場見学会を開催しま
した。

1日目は2年生40名と教諭2名、2日目は1年生40名と教諭2名が三河港及び蒲郡バイパスの建設現場を見学さ
れました。各現場では、その現場で働く若手技術者と建設業についての意見交換を行いました。学生の皆さん
は、興味深く見学され、「現場で働く若手技術者から仕事のやりがいが聞けて良かった」、「規模の大きな工事
を実感することができた」という声が聞かれました。

11月6日（月）に、お昼の休憩時間を利用して、秋の５
３０運動を実施しました。事務所近くの公園では弁当の容
器やビニール袋が落ちており、道路沿いには空き缶やペッ
トボトルなどのごみが目立ちました。中にはタイヤのホ
イールといったごみも落ちていました。

岸壁地盤改良工事について説明 若手技術者との意見交換三河港の役割について説明

５３０運動は、昭和50年に｢自分のごみは自分で持ちかえりましょう｣を
合言葉に始まった、豊橋市発祥の市民活動です。この活動は、私たちの身
近な道路、公園、河川のごみに目を向け、住みやすいまちづくりのため、
住民が一環となって取り組むものです。当事務所では今後もこの活動を
行っていきます。

清掃中の様子 回収したごみの分別の様子

回収したごみ

本年もMini-WANをご覧いただき、ありがとうございました。
今後も内容を充実させて参りますので、来年もよろしくお願いいたします。
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